
（様式２・中学校用①）                                 

 令和７年度 学 校 評 価 報 告    

                              草加市立川柳中学校   

                                        （令和８年１月２７日作成）  

１ 学校教育目標 
【賢く】 ・「主体的・対話的で深い学び」に取り組み、未来を力強く切り拓く生徒 

     ・自分の思いや考えを伝えられ、良識ある判断ができる生徒 

【優しく】・自他一人ひとりをかけがえのない存在として大切にし、正しい行動のとれる生徒 

     ・誰とでも協力して活動し、喜びを分かち合える生徒 

【逞しく】・共に磨き合い、課題や目標に挑戦し、あきらめない生徒 

     ・健康の保持増進と体力の向上に努め、安全な生活を心がける生徒 

２ 重点目標・努力目標 ３ 前年度の成果と課題 

・「主体的、対話的で深い学び」の視点での授業改善と学習習慣の確立による学力の向上  

・生徒を認め、鍛え、育む中での豊かな心と逞しい体の育成 

・生徒の自立を促す学年・学級経営の充実 ・学校力を高める校内研修の充実 

・潤いのある学校環境の整備と美化の推進 ・豊かな人間関係の育成 

・保健・給食指導の充実及び体力の向上 ・進路指導・キャリア教育の充実 

・一人ひとりの自立を引き出す特別支援教育の推進  

・学校防災体制の確立と安心・安全な学校づくり 

成果 

○県学調「学力を伸ばした生徒の割合」が平均
よりも高い学年や教科が多数であった。 

課題 

●教員数の減少に伴う校務分掌の見直し等働
き方改革 

 

４ 評価表 ※評価基準〔Ａ：十分達成している Ｂ：おおむね達成している Ｃ：やや不十分である Ｄ：不十分である〕 
領 域 評価項目 評価の観点 評価 成果と課題 ○成果 ●課題 

 
 
 
 
 
 

Ⅰ 
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運 
営 
に 
関 
す 
る 
も 
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①組織運営 ・学校経営目標、方針 
・校務分掌組織 
・適所への適材配置 
・職員会議等の運営 
・予算の執行・決算、監査等 

Ａ 

〇校務分掌の見直しを図り、分掌の統合、削

減を行うことができた。 

〇年間を見通した、計画的な職員会議企画・

運営を行うことができた。 

②研究・研修 ・研究組織、計画、実施 
・校内研修の推進 
・授業改善への取組 
・校外研修会への参加 
・人材育成 

Ａ 

〇各教科での授業研究会へ参加することが

でき、授業改善に努めることができた。 

〇校内研修を充実させ、日々の指導に生かす

ことができた。 

③保健管理・安全管理 ・保健計画、安全計画 
・環境衛生の管理 
・健康観察、安全点検 
・緊急事態発生時の対応 
・危機管理マニュアルの作成・活用 

Ａ 

〇教職員一人一人が日々の生活の中で、破損

等の確認をし、修繕につなげることができ

た。 

〇歯みがきに関する指導を継続し、年間を通

じて健康管理に努めることができた。 

④情報管理・施設設備管理 ・個人情報の管理、保護 
・施設設備の管理と有効利用 

Ａ 

〇校務用PC、個人情報持ち出し簿を適切に活

用し、情報管理に努めることができた。 

〇保護者学校評価「学校は安心して学べる場

所となっていますか」のAB評価が94.5%を

越える数値となった。 

⑤地域との連携 

  開かれた学校 

・学校情報の発信 
・学校公開の実施 
・学校運営協議会の推進 
・地域、校種間連携 
・PTA活動の活性化 Ａ 

〇保護者学校評価「学校は情報をわかりやす

く伝えていますか」のAB評価が88%であっ

た。 

〇近年実施できていなかった学校公開を行

い、生徒、教職員の日々の取り組みを参観

していただく機会を作ることができた。 

⑥幼保小中を 

 一貫した教育 

・目指す子ども像の共有 
・１５年間を通じたカリキュラムの編成 
・一貫教育推進のための組織づくり 

Ｂ 

〇小中相互での教職員による授業見学会を

実施し、日々の指導や引継ぎに生かすこと

ができた。 

●作品交流は行うことができたが、児童生徒

が交流できる取り組みを今後も検討した

い。 

 



（様式２・中学校用②）                      草加市立川柳中学校 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

領 域 評価項目 評価の観点 評価 成果と課題 ○成果 ●課題   

 

Ⅱ 

 
教
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①教育目標・教育計画 ・１５年間を通じたカリキュラムの編成、実施 
・教育計画の作成 
・教育活動の評価 
・目標、方針の周知 
・授業時数の配当、確保 

Ａ 

〇教育目標は概ね生徒、保護者に理解されて
いて、学年・学級経営に生かすことができ
た。 

〇教職員学校評価「年間授業時数の配当は適
切であったか」のAB評価が100%であった。 

 

②教科指導 ・指導計画の立案 
・主体的・対話的で深い学びの 
   視点に立った授業改善 
・評価、評定の工夫 
・外部人材の活用 

Ａ 

〇生徒評価「授業中しっかり話を聞き、考え
ようとしている」が95.1%以上であった。 

●個々の課題として、「課題解決を図るよう
な考え方」の能力を高める授業改善に努め
ていきたい。 

 

③道徳教育 ・全体計画の作成 
・各教科との関連 
・道徳的実践力の育成 
・家庭、地域社会との連携 
・いのちの教育の推進 

Ａ 

〇学年の行事や計画に合わせて扱う項目を
選択することができた。 

〇ローテーション授業の実施により、授業準
備を全体に対して活かすことができた。 

 

④特別活動 ・指導計画の立案 
・学級活動、学級経営 
・学校行事 
・生徒会活動 Ａ 

〇各行事では、生徒一人一人が意欲的に行事
に向かい活動し、達成感を味わわせること
ができた。 

●行事との兼ね合いを調整し、学級活動（話
合い活動）の時間の確保が必要。 

 

⑤「総合的な学習の 

  時間」の指導 

・指導計画の立案 
・指導内容の充実 
・指導方法の工夫と改善 
・評価の工夫 
・地域の人材・物的資源の活用 

Ａ 

〇３年間を見通した学習（SDGs）を計画的に
行うことで、探求を深めることができた。 

●生徒の学びに向かう態度を高めるための
課題設定が重要である。 

 

⑥生徒指導 ・組織的な生徒指導 
・問題行動への対処 
・教育相談、生徒理解 
・いじめ防止対策 
・保護者、地域、諸機関との連携 

Ｂ 

〇学校生活において、概ね学校の決まりを守
り、落ち着いて過ごすことができる生徒が
多かった。 

●ICT端末をうまく活用して、不登校生徒に
対する学習機会の保証を進めていきたい。 

 

⑦キャリア教育 ・組織的なキャリア教育 
・指導方法の工夫と改善 
・啓発的経験の充実 
・進路情報の収集・活用 
・職場体験活動 

Ｂ 

〇高等学校と連携し、上級学校講演会を開催
することができた。 

●社会体験事業が再開できたことは、生徒に
とってよい経験につながったが、事業所の
確保については、課題が残った。 

 

⑧特別支援教育 ・個別の指導計画、支援計画 
・指導方法の工夫と改善 
・通常学級との交流 
・諸機関との連携 
・校内支援体制の整備 

Ａ 

〇教職員評価「行事などを通して交流を深め
られているか」で、AB評価が100％であっ
た。 

●次年度は、通常学級で支援が必要な生徒へ
のサポートを充実させたい。 

 

⑨学校図書館教育 ・指導計画、支援計画の作成 
・図書館補助員の活用 
・諸機関との連携 
・図書館の整備 
・図書館利用の工夫 Ａ 

〇朝読書、昼の図書館開放等を計画的に行
い、書物に触れる機会を確保することがで
きた。 

〇毎月図書室だよりを発行し、生徒のおすす
め本の紹介やイベントを企画し、興味関心
を高めることができた。 

 

⑩情報教育 ・教育計画の作成 
・校内研修の充実 
・ＩＣＴ機器の積極的な活用 
・情報モラル教育の推進 

Ａ 

〇ICT端末の持ち帰りに関するきまりを整備
し、家庭学習等で活用する機会を設けるこ
とができた。 

〇非行防止教室を通して、SNSに関する内容
など情報モラルの指導を行うことができ
た。 

 

⑪人権教育 ・全体計画の策定 
・各教科との関連 
・人権感覚の育成 
・校内研修の充実 Ａ 

〇校内研修で教職員の人権感覚について、ブ
ラッシュアップし、共通理解を図り、教職
員一人一人が生徒に指導する際にも意識
することができた。 

 

 



（様式２・中学校用③）                                 

                                                        草加市立川柳中学校   

 領域 評価項目 評価の観点 評価 成果と課題 ○成果 ●課題 
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若手教員が多い、活力

のある元気な学校 

・ミドルリーダーの育成 

・OJT研修等の活用 

・ボトムアップ手法の活用 

・働き方改革の推進 
・生徒との信頼関係 Ａ 

○生徒学校評価「授業は、分かりやすく 

楽しい」のＡ評価は89％、「先生は悩 

み事の相談にのってくれる」は92.5％、 

「友人関係は良好である」は98%であ 

った。 
○今後の部活動についての検討や日課表

の見直しを図ることができ、働き方改革

を推進することができた。 

自己肯定感・自己有用

感を育む授業づくり 

・わかる・できる・たの 

しいと実感できる授業 

・振り返り学習の充実 
・学力調査の結果と分析 

Ａ 

○生徒学校評価「学校生活が楽しい」のＡ評
価は90％を越え、「部活動に積極的に
取り組んでいる」は93.4%、「係や委員
会活動に積極的に取り組んでいる」94.

9%となっており、授業だけでなく学校
生活全体で自己肯定感・自己有用感を
育むことができた。 

○県学力調査の結果から、正答率は平均
よりやや下回ったが、学力を伸ばした
生徒の割合「国語」は全学年で県平均
を上回っていた。 

 

 

５ 総合評価（学校関係者評価を含む） 

 本校の生徒は、明るく元気で活力のある生徒が多い。授業や部活動に集中して取り組む姿

勢が多くみられる。本年度の埼玉県の学力学習状況調査では、正答率については、全体的に

県平均を下回る数値であったが、学力を伸ばした生徒の割合は全体の約半数が県平均を上回

っていた。引き続き、「わかる・できる・楽しいと生徒が実感できる」授業づくりを目指した

改善を図り、生徒の自己肯定感・自己有用感の向上につなげていきたい。 

学校関係者評価ではＣ・Ｄ評価はなく、特に「学校だより等で学校の様子が伝わってきます

か」のＡ評価が83%であった。 

今後も生徒が主体的に活動し、観る人を感動させる学校行事の充実や交通指導や環境整備な

どの活動を通してＰＴＡとの連携強化をより図っていきたい。 

６ 次年度の改善策 

 ①学力向上のために教員の授業力を向上させる。小学校を含めた相互授業参観を計画する

など、教員が主体的に指導力向上に取り組める環境を整えていく。また、生徒が「課題

解決を図るような考え方」の能力を高められるよう、各教科で研修に取り組んでいく。 

 ②不登校生徒への支援を充実させていく。教育相談部会での情報交換、支援に関する検討

の中で、生徒が学校や社会とつながる支援として、オンライン授業やメタバース空間の

利用、AIドリルの家庭での利用などICT端末を効果的に活用していく。 

 ③家庭・地域に応援される学校を目指す。学校だよりやHPの充実、行事や学校公開を通し

て、生徒の活躍している様子を積極的に発信する。PTA、学校運営協議会委員の皆様と

も連携強化を図り、学校を盛り上げていく。 

 ④働き方改革の取組をさらに進める。今年度、部活動検討委員会を定期で開催し、今後の

方向性を定めることができた。今後も生徒数、教員数に合わせた中での学校行事の維持、

修正を図り、業務削減・業務改善に努めていきたい。 

 


